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（１）原産地証明書様式の変更

・9月21日以降、リファレンスシステム参照用のアクセスコードが付与されます。

１ページ目 ２ページ目 ３ページ目

ケースマークがアタッチ（PDFファイル）の場合、ページ切替

リファレンスシステム上で、証明書情報をＰＤＦ表示すること
に伴い、参照に必要なアクセスコードを付与

ケースマークがアタッチ（PDFファイル）の場合、

最終頁に60%に縮小して枠線内に記載。

外国産の場合、商品名
の最後に国名を追記
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（１）原産地証明書様式の変更

発給申請

システム更新日（2021/9/21）

交付済承認 旧様式

発給申請 交付済承認

発給申請
交付済承認

発給申請 交付済承認

旧様式

新様式

新様式

証明書様式

証明書発給日（10欄に印字）が9月21日以降の場合、「新様式」で発行

・原産地証明書様式は「承認日」ベースで切り替わります。

・9月21日以降、商工会議所が承認（発給）する証明書にアクセスコードが付与されます。

発給申請 承認 承認解除

承認解除してシステム更新後に再承
認する場合は、新様式で発給
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（２）リファレンスシステムの仕様変更

・リファレンスシステムの表示内容を下表のとおり変更いたします。

2021年9月17日までに
承認（発給）された証明書

2021年9月21日以降に
承認（発給）された証明書

リファレン
スシステム
にアクセス
し、「証明
書番号」と
発給日を入
力

QRコード読
み取り

証明書上に記載の

アクセスコードを入力後、

ＰＤＦ表示

画面上に以下を表示

・商工会議所名

・証明書番号

・発給日

・輸出者名

・商工会議所連絡先

画面上に以下を表示

・商工会議所名

・証明書番号

・発給日

・輸出者名

・商工会議所連絡先

ＰＤＦ表示

×ＤＬ不可 ×印刷不可

閲覧時の幅固定

×ＤＬ不可 ×印刷不可

閲覧時の幅固定
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（３）サイナー（署名者）のメールアドレス登録の必須化

・システム更新後、個人認証強化のため、
サイナー登録時にメールアドレスの登録を
必須化します。

・すでに登録済のサイナー（署名者）でメ
ールアドレス未登録の場合、メールアドレ
ス認証手続きの中でメールアドレスを新規
登録いただきます。
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（４）サイナー（署名者）のメールアドレス認証

・サイナー（署名者）のメールア
ドレスの有効性を確認するため、
初回ログイン時にメールアドレス
の認証が必要になります。

・「こちら」をクリックして、メ
ールアドレス認証手続きを開始し
ます。

・メールアドレス認証は「ログイン画面」から開始します。

（重要）登録済のサイナー（署名者）もメールアドレス認証が必要です。

・2021年9月21日のシステム更新時点で登録済のサイナー（署名者）もメールアドレス認証
の手続きが必要となります。
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（４）サイナー（署名者）のメールアドレス認証

・商工会議所コード、ユーザーＩ
Ｄ、パスワードを入力し、「確認
コードを発行」ボタンをクリック
します。

・登録済のメールアドレス宛に送信
される「確認コード」を入力し、
「確認」をクリックします。

・メールアドレス認証の手順は、以下の流れとなります。

【確認コード記載メール】

〇メールタイトル

貿易関係証明発給用メールアドレス認証

確認コードのお知らせ

〇送信元アドレス

x-boekishomei@gensanchi.jcci.or.jp
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（４）サイナー（署名者）のメールアドレス認証

・確認コードが届かない場合、「メ
ールアドレスの確認」をクリックし
ます。

（補足）確認コードが届かない場合のメールアドレス変更手順は以下のとおりです。

・登録メールアドレスが表示されま
す。

・別のメールアドレスを利用する場
合は、登録されているメールアドレ
スを変更して確認コードを送信しま
す。
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（５）代行業者の貿易登録における「担当者届」の廃止

・サブＩＤ機能の実装に伴い、代行業者の貿易登録時に担当者届を廃止します。

・新規貿易登録申請画面および貿易登録申請（変更/更新）画面において、登録種別が「代
行業者」の場合、担当者の登録画面はスキップされ、担当者届は出力されません。

※本修正に伴い、貿易登録後の登録種別（申請者/代行業者/申請者かつ代行業者）の変更は
以下２パターンのみ可とします。

①「申請者」 ⇒「申請者かつ代行業者」

②「申請者かつ代行業者」⇒「申請者」

「誓約書」と

「業態内容届」のみ出力
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・COPY出力を可能とします。

【 COPYの仕様】

・印刷期限は14日間（ORIGINALと同じ）

・ COPYの印刷ボタンは、原産地証明書印刷
（PDF）ボタン押下後に表示されます。

（COPYだけを印刷することを防ぐ）

・印刷回数の制限無し

（６）原産地証明書（日本産/外国産）のCOPY対応
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（７）発給審査状況一覧・発給申請状況一覧の変更

・以下のとおり、画面のデザインを変更いたします。

・申請企業名、輸出企業名の項目を「輸出者」、「代行業者」に変更しています。

〇発給申請状況一覧画面

〇発給審査状況一覧画面
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（８）荷印・荷物番号の画像アップロード

・荷印・荷物番号の画像データ（PDF形式）のアップロードに対応します。

・本機能は、希望する商工会議所のみ利用可能な機能です。利用可否はマスタ設定から選
択いただけます。

・アップロードされた画像データを60%に縮小して、証明書に反映されます。
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（９）サービス利用規約の差し替え

・システム内に掲載されている認証規程およびサービス利用規約について、

9月18日（金）17:30以降に改正版（9月21日施行版）に差し替えます。

①新規貿易登録画面 ②システムのトップ画面



14

（10）その他の修正・変更等

（全般）

・ＩＥによるシステムへのアクセスを禁止（ＩＥの場合、ブラウザを閉じるよう仕様変更）

（貿易登録）

・貿易登録申請時の企業名入力時の注意喚起（「法人格は省略して」を赤字にする）

・署名者情報における住所（現住所および現住所以外に証明書に記載する場合の住所）の表示

・有効期限更新通知の「重要」の文字が企業住所に重なる不具合を修正

（発給申請・審査）

・「申請者へのメッセージ欄」を全角200文字 ⇒ 全角1,000文字に拡張

・原産地証明書（日本産/外国産）の発給申請において、原産地証明書記載事項の輸送手段

「便名/便区分」の入力制御を任意⇒必須に変更。

（決済）

・クレジットカード利用明細に「インボイス番号」の項目を追加


